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1. 尿路悪性腫療に対するこ，三抗癌剤治験 
並木徳重郎，石川尭夫，
任成元，神谷定治(教室)
最近，当教室に於て，尿路悪性腫蕩に抗癌剤マー
フィリンおよびトヨマイシンを使用し次の如く治験
を得?こ。
1) 	 組織学的に高度の変性壊死の所見 
2) 食欲充進，悲痛軽快，体重増加等の臨床症状
の好転
3) 	 白血球減少等の血液像の変化なくまた肝腎機
能にも著変がない。 
2. 血精液症の治療法
遠藤博志，山口崇夫，田村欣一(教室)
血精液症は精液中に血液の混入するー症候である
が，その原因についてはなほ不明な点が多い。尿性
路に出血原因とみなされる疾患が存在する場合を器
質的血精液症といい，これに対しては夫々の疾患に 
則した治療を行えばよいが，種々の臨床検査でも原
因の不明な血精液症，すなわち特発性血精液症に対 
する療法は未だ確立されていない。
我々は当科外来を訪れた 47例の本症患者に対し
て詳細な検査を行い，その一部に精嚢アレルギーの
関与が推測されたので 9例に抗アレルギー剤を使 
用，全例K著効をみた。乙の他女性ホ Jレモンを 8例
lこ使用し， 7例に有効であった。この他抗結核剤， 
観血的療法，各種の止血剤を投与し，各種療法を比
較検討した。
腎性器症候群1菖3. 
片山 喬，深谷邦男(教室〉
我々の経験せる先天性副腎皮質過形成による副腎
性器症候群2例を紹介し，本症の特に発生病理につ 
き若干の考察を行った。
また本症診断に対する 17KGS分劃測定の意義に 
ついても言及した。
4. 当院に於ける原石症の現況
鈴木日出和(小見川中央病院)
最近5年間に取り扱った尿石症患者 95名Kつい
て2，3簡単な統計的観察を行ってみた。発生頻度は
来院者の 9.43%と非常K高率に見られ全国平均の 3
倍K近く，その大半が上部尿路結石であった。また 
男女別では特に差が認められなかった。さらにこれ
ら95名の患者について利根川流域の 1群と丘稜地
帯の一群とに分けて成分の分析を行った所，燐酸塩 
は2群共殆んど全例に検出されたが，穆酸塩は前者
は約半数民検出されたのみであったが，後者は殆ん
ど全例K検出された。 
5. Radio isotopeによる腎機能検査
三橋慎一，北原敬二，
朝倉茂夫 (教室〉 
① p31 Hippuran による Radioisotope reno司 1
gramの実施法，その曲線の意義，および診断的価
値について，代表例を挙げて紹介した。
② Hg203Neohydrin による腎 Scintigramを述
べ，腎機能および腎形態の相違による Scintigram
のあらわれ方について報告した。
6. 腎結核を伴える融合性交文性腎偏位の 1例
森田淳之助(浦賀ドック病院皮泌科) 
32才男子，右腎が左側に偏位しその下極が左腎下
極と融合し，かっ右尿管が背椎をとえた交叉性偏位
腎でL形腎と馬蹄腎との中間型のものと見られる。 
偏位腎は左腎の 1/3大でその上極に小指頭大の空洞
形成あり部分切除を施行す。空洞よりの結核菌培養
は陽性であった。
7. 若年者腸脱腫蕩の剖検例
青木芳郎(国立千葉病院)
20才の青年に発生した勝脱腫療の剖検例を報告
した。 患者は 6月18日突然の排尿障害を以て疾病
の発来を訴えたが，外科医の許で原因を究明する事
なく出血に対する治療を次々と行い，勝i抗切開，人
工尿凄設置等の手術をうけ，最後に当院へ転院した
